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SDGsや環境を重視する国内外の動きが加速していく中、わが国の食料・農林水産業でも
これらに的確に対応するため・・・、

農林水産省では、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実
現する 「みどりの食料システム戦略」 を策定

持続性
-> 生産基盤の維持
-> 環境負荷の低減

生産力向上
-> 国内生産の増加
-> 食料自給率の向上

SDGs

・目標2 : 飢餓をゼロに
生産性向上・増産
持続可能な食料システム

両立

スマート農業の推進

・省力・大規模生産
・データ活用による効率生産

みどりの食料システム戦略とは
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KPI 目標年 目標設定状況

農林水産業のCO2ゼロ
エミッション化

2030年 1,484万トン-CO2（10.6%削減）

2050年 0万トン-CO2（100%削減）

化学農薬使用量の低減
2030年 リスク換算値で10%低減

2050年 11,665（リスク換算値）（50%削減）

化学肥料使用量の低減
2030年 72万トン（20%低減）

2050年 63万トン（30%低減）

耕地面積に占める有機
農業の割合

2030年 6.3万ha

2050年 100万ha（25%）

事業系食品ロスを
2000年度比で半減

2030年 273万トン（50%削減）

2050年

農林水産省が定めた「みどりの食料システム戦略」では持続可能な食料システ
ムの構築に向け，中長期的な視点から調達，生産，加工・流通・消費の各段階
の取組とカーボンニュートラルなどの環境負荷軽減のイノベーションを推進し
ます。それぞれの取組において重要達成度指数（KPI）が定められており，
2030年と2050年までに目指す姿と取組方法が示されています。

※農林水産省「みどりの食料システム戦略」サイトより一部抜粋

みどりの食料システム戦略とは
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世界的には・・・、
オーストラリア、フランスなどで
有機農業の取り組み面積が大きい

有機農業の拡大のために

日本では、
JAS有機認証を・・・
1. 取得している農地 18.8千ha
2. 取得していない農地 11.5千ha

を合わせて算出 0.7%
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イギリス
フランス
スペイン
ドイツ

デンマーク
オーストラリア

スイス
イタリア

スウェーデン
オーストリア

2,350千ha

1,860千ha
2,675千ha
2,876千ha

491千ha

2,060千ha
2,898千ha

30千ha

706千ha
597千ha

186千ha
53,016千ha

303千ha

耕地面積に対する有機農業取組面積と面積割合（2022年）
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農研機構における有機農業のマニュアル

水田作・畑作
【2015.4】 WEBマニュアル（2021.4更新）
【2016.3】 寒冷地水稲有機栽培の手引き
【2020.3】 高能率水田用除草機を活用した

水稲有機栽培の手引き
【2021.3】 SOP: 高能率水田用除草機を活用した

水稲有機栽培

野菜作
【2016.1】 ダイコンーサツマイモ畦連続使用

栽培システム
【2021.9】 SOP: ミニトマトの施設有機栽培

有機農業全般・その他
【2012.3】 農業の有用な生物多様性の指標

生物調査・評価マニュアル
【2013.5】 有機農業実践の手引き
【2019.1】 有機農業栽培マニュアル～実践現場

における事例と研究成果

2013年

2016年

2020年



●適応地域
・九州北部平坦地二毛作、施設ホウレンソウ作、高冷地
露地レタスを主体に有機農業に取り組む地域

有機農業実践現場の研究事例に
基づく安定栽培マニュアル

品目：水稲、小麦、野菜

効果

導入の留意点

◎暖地の水田二毛作体系
小麦葉齢を指標とする機械除草を導入した麦作や冬作野
菜栽培により有機水田を高度活用することで、高い農業
所得を確保できる。

・導入に際しては有識者から助言を得ること
地域によって気象や土壌条件が異なるため、本技術を
導入するにあたって、地域で有機農業を営む先進的
生産者や普及指導機関等から助言を得る必要がある。

その他（価格帯、研究開発・改良、普及の状況）

関連情報

●研究開発・改良
・水稲の慣行栽培育苗土に比べ、有機栽培育苗土の方
が病害抑制効果が高いことなども明らかになった

新規就農希望者のうち約3割が有機農業への取り組みを
希望している。そのため、有機農業への新規参入者が、生
産を早期に安定化させ、その状態を維持できる技術の開発
と普及が望まれている。既に「水稲の有機栽培技術マニュ
アル」が刊行されているが、有機農業栽培体系は多様であ
り、作目ごとの詳しい情報の提供、わかりやすい栽培マ
ニュアルが求められている。
そこで、本マニュアルでは、暖地の水田二毛作体系、ホ

ウレンソウの施設栽培体系および高冷地露地レタス栽培体
系等を対象に、雑草防除や病害虫防除技術をはじめとする
栽培管理法を開発した成果を紹介している。

・有機農業の栽培マニュアル 実践現場における
事例と研究成果 第3版（令和元年）

栽培マニュアルの表紙及び掲載事項

◎ホウレンソウの施設栽培体系
カラシナやダイコン残渣をすき込み、土壌を還元化する
生物的土壌消毒による萎凋病の防除技術や、生物的土壌
消毒実施後のホウレンソウケナガコナダニ対策を導入す
ることで、収量と販売額が慣行栽培と同等になる。

◎高冷地露地レタス栽培体系
輪作と品種選定、不織布浮きがけ栽培等基本技術を組み
合わせた安定生産技術の導入により、慣行栽培より高い
農業所得を確保することが可能である。

（内容）
・暖地における冬作の有機栽培
・有機実践農家に学ぶレタスの有機栽培
・ホウレンソウの有機栽培
・病気に強い有機栽培育苗土とは
・有機物連用による土づくりとは
・有機栽培に対する土壌生物の反応

有機農業温室効果ガス 農薬 肥料

公開

生産
技術の概要

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/121100.html


高能率水田用除草機を活用した水稲有機栽培体系

品目：水稲

効果

導入の留意点

◎80％以上の雑草を除去可能
高能率水田用除草機による2回～3回の除草作業と耕種
的な雑草防除技術などの組み合わせにより、80％以上
の雑草が除去できる。

・稲株などの残渣が多いと欠株が増加する
前年の稲株などが残っていると、作業時に除草爪に絡み
欠株が多くなる。秋耕などにより分解を促進させる。

その他（価格帯、研究開発・改良、普及の状況）

関連情報

●価格帯（高能率水田用除草機）
・217万円～266万円（税込み）

●普及の状況
・2020年度末までに300台以上が普及

●適応地域
・概ね10a以上で地耐力が高い定型圃場（全国）

・高能率水田用除草機を活用した水稲有機栽培の手引き
（令和２年）

高能率水田用除草機は、除草剤を使用しない有機栽培で
の雑草対策の中核となる除草専用機である。本機は、３輪
型乗用管理機の車体中央に、条間が駆動ローター式、株間
が搖動ツース式の除草部を搭載している。除草作業中に運
転席から稲列が確認しやすく、10a当たりの作業時間は20
分～30分である。

高能率水田用除草機を活用した水稲有機栽培体系の作業概要
高能率水田用除草機による除草

作業を適期に行い、深水管理など
の耕種的な雑草防除技術を組み合
わせることで高い除草効果が得ら
れる。これに加えて、いもち病や
縞葉枯病などの抵抗性品種の利用、
中～成苗の育成、適切な水管理、
病害虫対策などにより、省力的で
安定した収量が得られる有機栽培
が可能である。

◎収量は慣行栽培の9割程度
3年間の現地試験の結果から、本有機栽培体系の導入に
より慣行栽培の約9割の玄米収量を得られることが示さ
れている。生産コストは、慣行栽培の1.3倍程度となる。

高能率水田用除草機

有機農業温室効果ガス 農薬 肥料

市販製品の利用

生産
技術の概要

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/suitouyuukisaibai20200406.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134805.html
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Webマニュアル

「機械除草マニュアル」で
検索すると上位表示
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Webマニュアル

ほ場の選び方
・慣行栽培圃場で使用した農薬や化学肥料の成分を含む水が流入しないよう注意
・周囲圃場の生産者に有機栽培を行うことを連絡、農薬などが飛散しないよう要請
・深水管理ができ、減水深ができるだけ少ない圃場を選定
（最大水深は15 cm 以上）

・病害虫の常発圃場や多年生雑草が多く発生する圃場は、有機栽培に適さない
多年生雑草・・・クログワイやオモダカ

・長方形で面積が広く、比較的耕盤が浅い圃場

雑草抑制技術
1. 耕種的抑草技術
2. 機械除草技術

II 除草機械操作・活用編
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水稲作の耕種的雑草防除のポイント

• 2回代かき

• 米ぬか散布（100kg～200kg/10a）

• 深水管理

・・・荒代と植え代の間を3週間空ける

・・・10cm以上の水深を維持

・・・移植日に表面散布

ノビエ コナギ
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2010年 2013年2010年 2013年

1回代かき
2回代かき

コナギノビエ
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2回代かきの効果

【抑草メカニズム】
入水、代かきによって水田雑草を一旦出芽
させ、もう一度代かきをすることで出芽した雑
草を土中に埋め込んだり、水中に浮かせたりす
る。

【有効な草種】
1回目の代かきによって多くの種子が出芽し
て土中種子数が大きく減る雑草種や、入水後
の早い時期に種子が休眠して発芽しなくなる
雑草種に高い効果が期待される。
・・・ノビエ（グラフの左側）

【効果の小さい草種】
逆に、土中種子数の多い雑草種や種子が
休眠しにくい雑草種には効果が期待できない。
2回目の代かきによって、この土中種子が表層
に移動すると新たな出芽が始まる。
・・・コナギ（グラフの右側）
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2010年 2013年2010年 2013年

1回代かき
2回代かき

コナギノビエ
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2回代かきのコツ

【作業のコツ】
1回目の代かきの後にできるだけ多くの雑草
種子を出芽させ、2回目の代かき後には、それ
までに出芽した雑草が残らないようにする。

1回目の代かき時には水を多めに代かきを行
い、土中の雑草種子を表面に、代かきと代か
きの間は水尻を止めて湛水状態を維持、雑
草の出芽を促す。出芽した雑草は2回目の代
かきで土中に練り込み、浅水で代かきを行って
効率良く雑草を練り込むか、深水で代かきを
行って雑草を水面に浮かす。

2回目の代かき後に水面に浮いた雑草は、
再び活着しないよう、掛け流しを行うなどして
雑草を水田の片側によせて、早めにすくい取る。
2回目の代かき時までに雑草が大きくなりすぎ
ると、代かきでうまく練り込めない場合があるの
で、1回目の代かき後は水深を深めに維持。
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2回代かきのコツ

【作業のコツ】
1回目と2回目の代かき間隔は3週間程度が目安。
3週間以上の間隔をあける場合は、植代の前に更に1回多く代かきを行って大きな雑草を
埋め込んでおくと、植代後に雑草が残りにくくなります。

（4週間前）(3週間前) (2週間前) (1週間前)

1回代かき2回代かき
（括弧内は1回目の代かき時期）
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1回代かき

2回代かき

ノビエ
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米ぬか散布の効果
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土壌A
土壌B
土壌C
土壌D

6/15代かき試験 6/30代かき試験

米ぬかは100kg/10a処理、米ぬか屑大豆は
各50kg/10a処理。2010年のワグネルポット試験。

【抑草メカニズム】
土壌表層が強還元状態になるため、発芽に酸素を要する多くの雑草が出芽できない。散布
後に土壌表層に蓄積する有機酸も雑草抑制に効果があるとされる（詳細は解析中）

【有効な草種】
発芽に酸素を必要とする水田雑
草
・・・アゼナ、タマガヤツリ、キカシグサ
など

【効果が不安定な草種】
低酸素条件でも発芽する水田雑
草
・・・コナギ、ノビエ、イヌホタルイなど

【コナギへの効果について】
作期が遅いほど（グラフ右）効果
が安定する傾向がある。
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米ぬか散布のコツ

【コナギへの効果について】
作期が遅いほど効果が安定する傾向がある。

【作業のコツ】
・米ぬかをそのまま使うのは、風で吹き寄せられ
るなどして作業性が悪いので、ペレット化（粒
状化）したものを散布（均一散布が簡便）

・移植後に早く撒く方が効果が高く、移植直後
の散布（移植日の散布）でも水稲への悪影
響はほとんどない。

・いったん葉身が褐変する場合もあっても葉身の上部が水面に出ていれば活着
後に生育が回復する。

【注】 ただし、活着前後にチェーン除草などを行って茎葉部が土壌表面に倒伏し、
苗が水没したままになると回復しない場合がある。機械除草を行う場合は散布
量を減らすなどの注意が必要。散布後は水尻を止めて湛水状態を保ち、掛け流
しを避ける。
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深水管理の効果
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タイヌビエ(系統1)
タイヌビエ(系統2)
タイヌビエ(系統3)

ヒメタイヌビエ(系統1)
ヒメタイヌビエ(系統2)
ヒメタイヌビエ(系統3)

イヌビエ(系統1)
イヌビエ(系統2)
イヌビエ(系統3)

【抑草メカニズム】
水中では酸素の拡散が遅いため、光合成による雑草の生育が緩慢になる。特にノビエでは、
水面上に葉が抽出して十分な酸素が得られないと葉齢進展が極めて遅くなることから、水没し
た状態が続くと多くの個体が枯死。

【有効な草種】
ノビエには極めて効果が高い
・・・タイヌビエ、イヌビエ、ヒメタイヌビ
エのうち、イヌビエに効果が高い
（グラフ）

【効果が小さい草種】
枯死させるほどの効果はない
・・・コナギ、イヌホタルイなど

【作業のコツ】
・水田を均平にする。
・代かき後に田面を露出させない。
・葉先が水面にでない程度の水深を
維持。
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水稲作の耕種的雑草防除の作業例

• 5月中旬1回目代かき

• 6月上旬2回目代かき

• 代かき翌日に中苗移植（コシヒカリ、18cm × 30cm）

• 移植同時に米ぬか散布（50kg/10a）

• 移植10日後に乗用型機械除草機+米ぬか散布（オプション装着）
（50kg/10a）

• 移植20日後に乗用型機械除草機

• 深水管理
・
・
・
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ご清聴ありがとうございました
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